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近年言語変化の研究が盛んになってきている。形式言語学ではこれまで共時文法で提案さ

れた原理がいかに通時変化にも適用できるか、という視点で研究がなされ、また記述言語

学では関連する言語や方言の多様性がいかにして出来たか、という問題意識がある。これ

らに共通するのは、１つの祖語からいくつかの言語に分かれていったという「系統発達」

だが、これだけでは説明できない現象も多く、ここで重要になってくるのは「言語接触」

の視点である。系統発達と言語接触の２つの要因が絡み合って、共通の特徴を持つ複数の

言語が存在する地域を「言語地域」と呼ぶが、本シンポジウムではアジアとアフリカにお

ける４つの地域の言語事情を扱い、言語地域という概念がいかにして文法的特徴や多様性

を説明する上で有効になるかを考えていく。 
 
１	
 背景 
 
通時文法と共時文法の分離	
 →	
 両者の接近 
 
形式言語学 
 話者の直観（通時文法）を基に構築した原理を、言語変化に応用 
 
記述言語学 
 多くの言語の記述が進むに伴い、それらの共通性と多様性を歴史的関係から考察 
 
歴史言語学の複眼化	
 （Campbell 2006も参照） 
 比較方法の限界 
 言語地域と言語接触の重要性 
 
複数の言語が共通の文法的特徴を持つ場合、普遍性と偶然の２つの要因を除くと、更に４
つの可能性がある。	
 
	
 
	
 語族内：共通の祖語からの継承（inheritance）	
 
	
 	
 	
 下位グループでの革新（innovation）	
 
	
 
 語族外：言語接触による借用（borrowing）や拡散（diffusion）	
 
	
 	
 	
 接触を伴わない平行的発達（parallel development）	
 
	
 
語族の発達は樹形図モデルのようにきれいに分かれるのでなく、実際の話者は絶えず流動
し、他言語との接触が起こる。 
 
２	
 言語地域とは 
 
とりあえずの定義：	
 
近隣の複数の言語で、共通の祖語に起因するとは考えにくい共通の文法的特徴がある場合	
 
	
 
言語地域の例（Language Sciences Vol. 20, Issue 3 (1998), Thomason 2001, Aikhenvald and 
Dixon 2001, 2006, Matras et al. 2006, Muysken 2008, Matras 2009） 



 

バルカン、バルト、(西)欧州、トルコ、中国・チベット、(東)シベリア、コーカサス、イン
ド、インドシナ、スリランカ、東インドネシア、ニューギニア、オーストラリア、エチオ
ピア、西アフリカ、北アメリカ太平洋岸、メソアメリカ、アマゾン 
 
言語地域の研究の歴史と定義（Campbell 2006）	
 
	
 
バルカン地域が古くからこの特徴を持つとされ、Trubetskoy (1928)が Sprachbund の概念を
提唱し、Jakobson (1931)も続いて、この概念が定着した。	
 
	
 
全てにあてはまる「言語地域」の定義はない 
 
いくつの言語？ 
２つの言語で言語地域を形成すると仮定すると、世界のあらゆる地域に存在することにな
り非現実的。しかし２つと３つ以上の場合とで本質的な違いはない。 
 
いくつの特徴？ 
バルト言語地域を提唱した Jakobson (1931)は、１つの音韻的特徴を述べただけ。どの特徴
を含めるかで、ある言語が特定の言語地域に含まれるかは左右され、その地理的境界線も
左右される。 
 
複数の語族？ 
バルカン地域は全て印欧語族（トルコ語を含める研究者もいるが） 
 
言語接触？ 
アマゾン言語の Evidentiality は、遠く離れて接触（もちろん歴史的関係も）がない場合で
も見られる（Aikhenvald and Dixon 1998）。 
 
本シンポジウムで扱う地域と順序： 
（日本を含む）北東アジア--（大陸）東南アジア--太平洋（東インドネシア）--アフリカ 
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